
今
年
度
の
学
習
推
進
係
関
係

の
講
師
・
演
題
・
受
講
者
感
想

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

(

敬
称
略
、
ジ
ャ
ン
ル
毎
50
音
順)

鹿
児
島
大
学

共
通
教
育
セ
ン
タ
ー

准
教
授

屋
久
島
の
自
然
史

◆
屋
久
島
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て

大
き
な
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

○
屋
久
島
町

鹿
児
島
大
学
水
産
学
部

教
授

鹿
児
島
の
海
は

知
ら
れ
ざ
る
食
材
の
宝
庫

◆
魚
・
錦
江
湾…

、
い
ろ
い
ろ
考

え
さ
せ
ら
れ
、
楽
し
く
学
ん
だ
。

○
霧
島
市

○
西
之
表
市

尚
古
集
成
館
学
芸
員

◆
歴
史
的
背
景
の
話
に
も
笑
い
が

あ
り
面
白
か
っ
た
。

○
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

薩
摩
切
子
の
途
絶
と
復
活
の
歴
史

西
郷
ど
ん
ふ
り
か
え
り
！

さ
つ
ま
町
と
の
強
い
つ
な
が
り

◆
切
り
口
が
他
の
講
演
と
違
っ
て

非
常
に
興
味
深
く
お
も
し
ろ
く
聞

い
た
。

○
さ
つ
ま
町

西
郷
南
洲
顕
彰
館

館
長

島
津
義
弘
の
功
績
と
父
義
弘
を
超

え
た
子
息
家
久

◆
湊
は
市
来
と
指
宿
、
貿
易
の｢

押

し
買
い｣

を
初
め
て
知
っ
た
。

○
い
ち
き
串
木
野
市

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

か
ご
し
ま
メ
ン
タ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
協
会

理
事
長

相
手
に
寄
り
添
う
聴
き
方
の

ポ
イ
ン
ト

◆
こ
れ
ま
で
相
手
の
気
持
ち
・
意

向
を
考
え
ず
に
話
し
て
い
た
こ
と

に
気
づ
い
た
。

○
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

○
南
さ
つ
ま
市

○
曽
於
市

県
人
権
同
和
対
策
課

研
修
専
門
員

誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の

人
権
講
座

◆
自
分
ら
し
く
誇
り
を
持
っ
て
前

向
き
に
生
き
る
と
い
う
言
葉
が
心

に
残
っ
た
。

〇
屋
久
島
町

鹿
児
島
大
学
大
学
院

特
任
助
教

子
ど
も
の
困
り
ご
と
・

子
育
て
の
困
り
ご
と

◆
実
際
に
困
っ
て
い
る
当
事
者
の

語
り
や
対
応
が
参
考
に
な
っ
た
。

○
阿
久
根
市

長
崎
大
学

副
学
長

◆
教
育
現
場
で
の
知
識
と
経
験
を

生
か
し
た
講
義
は
分
か
り
や
す

か
っ
た
。

○
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
と
お
と
な
の
発
達
症(

発

達
障
害
）
と
共
に
生
き
る

元

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学

教
授

デ
ー
タ
か
ら
考
え
て
み
よ
う
！

健
康
寿
命
を
延
ば
す
生
活
習
慣

◆
日
々
の
心
が
け
や
工
夫
を
具
体

的
に
教
え
て
い
た
だ
き
勉
強
に

な
っ
た
。

○
霧
島
市

○
枕
崎
市

社
団
法
人

鹿
児
島
県
日
越
友
好

協
会

副
会
長

ベ
ト
ナ
ム
理
解
講
座

◆
ベ
ト
ナ
ム
の
こ
と
が
よ
く
分
か

り
、
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
。

○
さ
つ
ま
町

県
教
育
庁
社
会
教
育
課

社
会
教
育
主
事
兼
専
門
員

地
域･

学
校･

家
庭
の
連
携･

協
働

活
動
の
進
め
方

◆
地
域･

学
校
協
働
活
動
に
つ
い
て

よ
く
分
か
っ
た
。

〇
天
城
町

｢

ひ
と｣｢

も
の｣

｢

自
然｣

の
発
見

の
仕
方･

生
か
し
方

◆
人
の
個
性
、
も
の
の
有
効
活
用
、

自
然
利
用
に
気
づ
く
機
会
を
得
た
。

〇
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

○
南
さ
つ
ま
市

○
曽
於
市

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
探
検
の
会

代
表
理
事

自
治
会
活
動
の
活
性
化
の
た
め
に

◆
人
口
の
少
な
い
地
域
で
も
で
き

る
こ
と
を
示
し
て
い
た
だ
き
勉
強

に
な
っ
た
。

〇
天
城
町

垂
水
市
大
野
地
区
公
民
館

元
館
長

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部

准
教
授

地
域
の
物
語
を
紡
ぐ
ま
ち
づ

く
り

◆
初
め
て
研
究
者
の
話
を
聞
い
た
。

内
容
も
面
白
く
参
考
に
な
っ
た

○
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

○
南
さ
つ
ま
市

○
曽
於
市

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
探
検
の
会

代
表
理
事

お
も
し
ろ
い
ぞ
！
鹿
児
島

◆
鹿
児
島
の
今
と
昔
、
残
し
た
い

風
景
、
新
発
見
と
よ
さ
を
吸
収
し

た
い
。

○
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

県
立
図
書
館

館
長

明
治
日
本
の
産
業
振
興

前
田
正
名

◆
現
代
に
も
通
じ
る
内
容
で
歴
史

か
ら
今
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

南
薩
の
郷
土
史
と
図
書
館
で
の

郷
土
資
料
の
活
用
に
つ
い
て

◆
山
川
の
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
、
そ

し
て
琉
球
と
南
薩
と
の
関
係
等
に

つ
い
て
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

○
指
宿
市

鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学

准
教
授

し
っ
か
り
食
べ
て
、
生
き
生
き

笑
顔
の
幸
せ
人
生

◆
健
康
に
食
べ
る
力
を
育
む
10
項

目
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
た
い
。

○
徳
之
島
町

熊
本
大
学
大
学
院

准
教
授

◆
身
近
な
薬
の
テ
ー
マ
で
分
か
り

や
す
く
た
め
に
な
っ
た
。

○
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

薬
の
「
い
ろ
は
」

◆
認
知
症
に
つ
い
て
よ
く
知
る
こ

と
が
で
き
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
。

○
阿
久
根
市

○
西
之
表
市

志
學
館
大
学

教
授

認
知
症
の
人
と
創
る
社
会

鹿
児
島
大
学
理
学
部

准
教
授

あ
な
た
の
知
ら
な
い
？

リ
ズ
ム
の
世
界

◆
物
理
学
者
が
こ
ん
な
に
分
か
り

や
す
く
楽
し
い
話
を
さ
れ
る
こ
と

に
驚
い
た
。

○
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学

教
授

子
育
て
が
楽
し
く
な
る
た
め
に

ー

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
に
学
ぶ
ー

◆
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
、
声
か

け
等
を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
も

ら
っ
た
。

○
い
ち
き
串
木
野
市

鹿
児
島
大
学

学
術
研
究
院

教
育
学
系

准
教
授

親
子
関
係
と
子
ど
も
の
ほ
め
方･

叱
り
方

◆
ほ
め
る
、
叱
る
に
つ
い
て
、
心

理
学
的
観
点
か
ら
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
た
。

○
徳
之
島
町

志
學
館
大
学

特
任
講
師

図
書
館
に
は
読
む
楽
し
み
、
聞

く
楽
し
み
、
知
る
楽
し
み
が

た
っ
く
さ
ん
♫

◆
特
に
、
最
新
の
図
書
館
情
報
が

よ
か
っ
た
。

○
指
宿
市

鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学

准
教
授

｢

ち
ゃ
ん
と｣

き
く

｢

き
ち
ん
と｣

伝
え
る

◆
自
分
の
子
育
て
と
重
ね
な
が
ら

聞
け
て
、
内
容
を
理
解
し
や
す

か
っ
た
。

○
枕
崎
市

記
号
説
明

◆…

受
講
者
の

感
想

〇…

実
施
し
た

市
町
村
ま

た
は
会
場
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学
習
情
報
係
関

係
の
講
師
紹
介

は
、
次
号
で
い
た

し
ま
す
。
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県民交流センター内の，県民の皆様に学習機会を提
供する様々な機関等の紹介。第４回は，｢県介護実
習・普及センター｣(東棟２Ｆ)からの情報提供です。

当センターは，介護に関する普及啓発のた
めの総合的な拠点施設として，各種事業に取
り組んでいます。

今話題の を始めとする
を常

設展示しており，
どなたでもお気軽に できます。

に関する をどな
たでも借りることができますので，

や でご活用ください！

年間を通じて，一般ま
たは専門職の方向けの

を行っています。

も行っています。

お問い合わせください♪
☎ 099-221-6615

生
活
の
様
々
な
場
面
で
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

私
た
ち
の
生
活
は
よ
り
便
利
で
豊
か

な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
情
報
化
社
会
を
生
き
る
子
供
た
ち

の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図
る
た

め
に
来
年
度
か
ら
小
学
校
で
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
親
子
で
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
一
歩
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
、
今
年
度
か
ら

し
て
い
ま
す
。
第
２
回
は
11

月
10
日
に
霧
島
市
で
開
催
し｢

Ｍ
ｉ

ｃ
ｒ
ｏ
ｂ
ｉ｣

や｢

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｓ｣

｢

Ｍ
Ｅ

Ｓ
Ｈ｣

な
ど
の
教
材
を
使
っ
て
実
際

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

「
自
分
が
意
図
す
る
一
連
の
活
動
を

実
現
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
動

き
の
組
合
せ
が
必
要
で
あ
り
、
一
つ

一
つ
の
動
き
に
対
応
し
た
記
号
を
、

ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
た
ら
い
い

の
か
、
記
号
の
組
合
せ
を
ど
の
よ
う

に
改
善
し
て
い
け
ば
、
よ
り
意
図
し

た
活
動
に
近
づ
く
の
か
」
と
い
っ
た

こ
と
を
考
え
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
行
う
こ
と
が
、
子
供
た
ち
の
論

理
的
な
思
考
力
や
問
題
解
決
能
力
な

ど
を
育
む
た
め

に
と
て
も
有
効

な
手
段
で
す
。

こ
の
日
の
参
加

者
は
親
子
で
話

し
合
い
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら

一
生
懸
命
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に

取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

｢とことんまなぶー講座｣ってどんな講座ですか？
かごしま県民大学中央センターと各種団体等が連携

して実施する講座を｢かごしま県民大学連携講座｣と呼
んでいますが，このうち，かごしま県民交流センター
を会場として実施する講座を，令和２年度から

と名前を改めて実施することにな
りました。

現在，来年度，講座開設を希望する機関･団体等を
募集しています。

応募条件・提出書類等，詳細については，本セン
ターの学習推進係(099-221-6604)にお問い合わせく
ださい。
▶応募期限 令和２年２月14日(金)午後５時必着

▶提 出 先 かごしま県民大学中央センター
(かごしま県民交流センター２階)

県民交流センターで九州ブロック審査が実
施され，次の通り入賞作品が決定しました。

★ 肝付町立宮富小学校(５Ｇ)

★ 出水市立高尾野中学校
(Ｃチーム)

→本選(全国)大会へ
●檍小学校(曽於市)
●宮富小学校(6G)(肝付町)
●高尾野中学校Ａ(出水市)
●高尾野中学校Ｂ(出水市)
●国分中央高校(霧島市)
●創成館高校(長崎県)

実
践
に
基
づ
く
講
話

は
、
受
講
者
の
心
に
響

き
、
今
後
の
各
地
で
の

活
動
が
、
更
に
活
性
化

す
る
き
っ
か
け
に
な
る

と
確
信
し
た
研
修
に
な

り
ま
し
た
。

[親子受講者の熱気に包まれた講座の様子］

★ 宮崎県立宮崎北高校

こ
の
講
座
の
特
色
の
一
つ
は
現
地
研
修
で

す
。
今
回
は
日
置
市
東
市
来
町
の
高
山
地
区

公
民
館
に
立
和
名
徳
文
館
長
を
訪
ね
ま
し
た
。

高
山
地
区
公
民
館
は
、
廃
校
と
な
っ
た
小

学
校
跡
地
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
地
区
住
民

全
員
で
組
織
す
る｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
ん
ば
ろ

う
高
山｣

と
連
携
し
、｢

高
齢
者
の
送
迎｣

｢
棚

田
の
保
全
活
動｣

な
ど
の
地
域
の
様
々
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
共
生
・
協
働
の
仕
組

み
が
構
築
さ
れ
て
い
る
、
今
、
注
目
の
地
区

公
民
館
で
す
。

立
和
名
館
長
は
、｢

地
域
資
源
と
人
材
を

フ
ル
活
用
し
た
共
生･

協
働
の
地
域
づ
く
り｣

を
テ
ー
マ
に
、
現
状
と
こ
れ
ま
で
の
取
組
に

つ
い
て
、
数
々
の
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
講
話

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

受
講
者
の
感
想
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

◆
会
を
立
ち
上
げ
る
ま
で
の
苦
労
や
、
地
元

の｢

売
り｣

を
見
つ
け
る
方
法
な
ど
の
話
が
大

変
参
考
に
な
っ
た
。

◆｢

地
域
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア(

無
償)

だ

け
で
は
続
か
な
い
と
い
う
言
葉
に
共
感
し
た
。

◆
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
。｢

後
継
者
育

成｣

も
兼
ね
て
い
る
と
い
う
信
念
を
伺
い
心

強
く
感
じ
た
。

◆
現
在
の
問
題
や
批
判
等
に
「
負
け
て
た
ま

る
か
」
と
い
う
意
志
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

九州ブロック審査の優秀賞３作品のうち，宮崎県立宮
崎北高校の作品は，本選大会で優秀賞を受賞しました。

お気軽に


